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『
仏
度
伝
』
に
見
る
内
山
真
龍
の
神
観
と
仏
教
観

　
　

鈴
木
健
多
郎

　
　
　

は
じ
め
に

　

内
山
真
龍
（
元
文
五
～
文
政
四
）
は
遠
州
の
国
学
者
で
あ
る
。
遠
江
国

豊
田
郡
大
谷
村
（
現
浜
松
市
天
竜
区
大
谷
）
の
名
主
の
家
に
生
ま
れ
、

二
一
歳
で
そ
の
職
を
継
い
だ
。
そ
の
傍
ら
、
宝
暦
一
二
年
に
賀
茂
真
淵
に

入
門
し
、
明
和
二
年
に
は
浜
松
の
儒
医
で
あ
り
、
か
つ
て
真
淵
も
そ
の
下

で
学
ん
だ
古
文
辞
学
派
の
渡
辺
蒙
庵（

（
（

（
貞
享
四
～
安
永
四
）
に
も
学
ん
で

い
る
。
宝
暦
一
二
年
頃
か
ら
は
大
谷
村
の
西
来
寺
の
住
職
、
曹
洞
僧
の
天

胤
道
樹（

（
（

（
宝
永
元
～
天
明
三
）
に
も
問
学
し
て
い
る
。
本
居
宣
長
と
も
交

流
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
詳
細
は
第
二
章
で
扱
う
。
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
の

存
在
を
指
摘
し
た
石
塚
龍
麿（

（
（

（
明
和
元
～
文
政
六
）
や
、
縣
居
霊
社
修
造

に
尽
力
し
た
高
林
方
朗（

（
（

（
明
和
六
～
弘
化
三
）な
ど
多
数
の
門
人
を
抱
え
、

真
龍
は
遠
州
に
お
け
る
国
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。主
な
著
書
に
、

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
注
釈
を
施
し
た
『
出
雲
風
土
記
解
』（
天
明
七
）、

遠
州
各
地
の
地
理
情
報
や
伝
承
を
ま
と
め
た
『
遠
江
国
風
土
記
伝
』（
寛

政
一
〇
）、
そ
し
て
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
で
あ
り
光
格
天
皇
に
献
上

さ
れ
た
『
日
本
紀
類
聚
解
』（
文
化
九
）
な
ど
が
あ
る（

（
（

。

　

内
山
真
龍
に
関
す
る
研
究
は
、
小
山
正
氏
の
『
内
山
真
龍
の
研
究
』（
内

山
真
龍
会
、
昭
和
二
五
年
。
以
降
『
研
究
』）
に
始
ま
り
、
岩
崎
鐵
志
氏
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の
『
内
山
真
龍
―
し
た
た
か
な
地
方
文
人
』（
天
竜
市
、
昭
和
五
七
年
）

や
芳
賀
登
氏
の
『
本
居
宣
長
の
学
問
と
思
想
』（
雄
山
閣
出
版
、
平
成

一
三
年
）
な
ど
い
く
つ
か
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
伝
記
的

研
究
や
遠
州
に
お
け
る
国
学
の
歴
史
に
関
す
る
研
究
が
主
で
あ
り
、
真
龍

の
思
想
面
に
関
す
る
も
の
は
手
薄
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
真
龍
の
著
作
の
ひ
と
つ
『
仏
度
伝
』
に
表
れ
て
い

る
思
想
、
特
に
神
観
念
と
仏
教
観
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。『
仏
度
伝
』

は
上
代
仏
教
史
を
ま
と
め
た
歴
史
書
で
あ
る
が
、
神
観
念
や
仏
教
観
に
つ

い
て
も
多
く
の
言
及
が
あ
る
。真
龍
の
思
想
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
は
、

彼
が
影
響
を
受
け
た
人
物
や
書
物
、
思
想
の
解
明
、
延
い
て
は
遠
州
国
学

の
発
展
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
今
後
の
近
世
国
学

研
究
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

な
お
、
本
文
中
に
引
用
す
る
宣
長
、
真
淵
の
著
作
や
書
状
は
、
特
記
の

な
い
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
『
本
居
宣
長
全
集
』（
筑
摩
書
房
）、『
賀
茂
真
淵

全
集
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
本
稿
中
の
『
仏
度
伝
』

の
文
は
、『
静
岡
県
史
』
資
料
編
一
四
近
世
六
（
静
岡
県
、
平
成
元
年
。

以
降
『
県
史
』）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
底
本
は
内
山
真
龍
資
料
館
に
寄

託
さ
れ
て
い
る
内
山
家
蔵
本
で
あ
る（

（
（

。『
県
史
』
の
『
仏
度
伝
』
の
字
体

や
句
点
、
返
り
点
は
内
山
家
蔵
本
と
は
異
な
る
部
分
が
多
々
あ
る
が
、
本

稿
で
は
そ
れ
ら
は
『
県
史
』
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。
ま
た
各
引

用
文
の
ル
ビ
も
、
引
用
元
の
表
記
に
従
っ
た
。

　
　
　

一
、『
仏
度
伝
』
概
説

　
『
仏
度
伝
』
は
、
欽
明
天
皇
一
三
年
の
仏
教
公
伝
か
ら
天
平
勝
宝
四
年

の
東
大
寺
盧
舎
那
仏
開
眼
ま
で
の
上
代
仏
教
史
を
、『
日
本
書
紀
』
や
『
続

日
本
紀
』
の
引
用
と
と
も
に
ま
と
め
た
書
物
で
あ
る
。
欽
明
紀
か
ら
持
統

紀
ま
で
を
ま
と
め
た
巻
一
と
、
文
武
紀
か
ら
聖
武
紀
ま
で
を
ま
と
め
た
巻

二
か
ら
成
り
、
巻
二
の
本
文
の
最
後
に
は
「
寛
政
三
年
亥
八
月
十
八
日
記
」

（『
県
史
』
八
八
頁
下
）
と
あ
る
。
ま
た
巻
二
の
巻
末
に
は
僧
尼
令
全
文
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

序
文
は
漢
文
、
本
文
は
和
漢
混
交
文
で
あ
る
。
本
文
の
形
式
は
、
主
に

は
ま
ず
上
代
仏
教
史
上
の
諸
事
象
の
解
説
や
そ
れ
に
対
す
る
真
龍
の
意
見

が
書
か
れ
、
一
段
下
げ
て
そ
の
部
分
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』

や
『
続
日
本
紀
』
な
ど
の
文
を
引
用
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
が
、
必
ず

し
も
そ
の
形
式
が
厳
密
に
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

歴
史
事
実
の
羅
列
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
事
件
に
対
す
る
真
龍
自
身
の

意
見
や
、
神
や
仏
、
信
仰
の
あ
り
方
に
関
す
る
観
念
も
記
載
さ
れ
て
い
る

の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、『
仏
度
伝
』
中
に
は
仏
教
語
を
用
い

た
修
辞
や
仏
教
に
対
す
る
意
見
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
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な
お
、『
仏
度
伝
』
は
出
版
さ
れ
た
形
跡
は
確
認
で
き
な
い
が
、
青
柳

種
信
（
明
和
三
～
天
保
六
）
や
伴
信
友
（
安
永
二
～
弘
化
三
）
が
『
仏
度

伝
』
閲
覧
を
求
め
る
書
簡
を
真
龍
に
送
っ
て
お
り（

（
（

、
国
学
者
の
間
で
は
広

く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

二
、
真
龍
の
神
仏
観
と
本
居
宣
長

　

真
龍
の
神
観
念
は
序
文
に
も
早
速
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�「
天
覆
地
戴
中
間
立
一
柱
、
万
物
持
一
柱
為
体
、
屋
舎
以
一
柱
為
名
、

古
人
貴
尊
曰（

（
（

一
柱
、
我
称
心
印
号
心
柱
、
即
神
心
也
、
仏
心
也
、
漢

人
曰
仏
、
皇
国
曰
神
也
、
其
心
無
別
、
其
教
異
目
、
故
導
引
不
同
也
、

我
貴
心
柱
依
其
宗
、
依
其
宗
者
為
其
功
也
」（
六
五
頁
上
）

天
地
の
間
に
「
一
柱
」
が
あ
り
、
そ
の
「
一
柱
」
を
有
す
る
こ
と
で
万
物

は
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
古
人
が
尊
び
「
一
柱
」
と
呼
ん

だ
そ
れ
を
、
真
龍
は
「
心
印
」「
心
柱
」
と
名
付
け
る
の
だ
と
い
う
。
さ

ら
に
そ
れ
は
「
神
心
」
で
あ
り
「
仏
心
」
で
も
あ
り
、
両
者
は
本
質
的
に

同
じ
で
あ
る
と
真
龍
は
説
い
て
い
る
。

　
「
心
印
」
と
は
禅
宗
に
お
い
て
悟
り
の
本
体
を
表
す
語
で
あ
る（
（1
（

。
神
仏

を
対
比
し
て
い
る
と
す
る
と
、「
心
柱
」
は
こ
の
文
脈
で
は
神
道
に
お
け

る
何
か
重
要
な
要
素
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
後
に
見

る
が
、
真
龍
は
巻
二
に
お
い
て
達
磨
大
師
が
「
心
柱
」
を
立
て
た
と
も
述

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
心
柱
」
と
は
、
神
道
や
仏
教
と
い
っ
た
宗
教
の
枠

組
み
を
超
越
し
た
尊
崇
の
対
象
、
或
い
は
道
徳
的
な
教
え
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
万
物
の
存
在
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
な
の
で
あ

る
。

　
『
仏
度
伝
』
述
作
の
動
機
に
つ
い
て
は
、

　
　

�「
道
元
禅
師
伝
碧
巌
、頓
阿
法
師
彫
神
像
矣
、習
之
撰
仏
度
伝
」（
六
五

頁
上
）

と
あ
る
。
日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
で
あ
る
道
元
が
宋
の
臨
済
僧
圜
悟
克
勤
の

編
ん
だ
『
碧
巌
録
』
を
伝
え
、
頓
阿
が
神
像
を
彫
っ
た
こ
と
に
倣
っ
て
『
仏

度
伝
』
を
撰
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
仏
道
に
入
ら
ず
在
家

で
あ
る
が
『
仏
度
伝
』
を
著
し
た
、
と
い
う
意
味
合
い
で
と
ら
え
る
の
が

穏
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
前
述
の
よ
う
に
真
龍
は
二
三
歳
頃
か
ら
天
胤
に
問

学
し
て
お
り
、
膨
大
な
仏
教
知
識
を
獲
得
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

『
仏
度
伝
』
本
文
中
で
も
仏
法
を
重
ん
じ
る
発
言
が
多
々
あ
り
、
仏
教
は

真
龍
に
と
っ
て
精
神
的
支
柱
と
も
な
り
得
る
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
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ろ
う
。

　

そ
し
て
序
文
の
最
後
に
は
、

　
　

�「
冀
後
仏
出
世
之
時
、
立
天
地
間
之
心
柱
、
察
僧
尼
令
之
戒
式
（
六
五

頁
上
）」

と
、
弥
勒
菩
薩
に
天
地
の
間
に
「
心
柱
」
を
建
て
、「
僧
尼
令
之
戒
式
」

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。「
心
柱
」
は
世
界
を
救
済
す
る
存

在
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
戒
式
」
と
は
受
戒
の
次
第
、
ま
た
は
戒
そ
の
も
の
と
い
う
よ
う
な
意

味
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、『
仏
度
伝
』
執
筆
当
時
に
は
そ
れ
ら
が
軽
ん

じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
巻
末
に
僧
尼
令
全
文
を
掲

載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
真
龍
が
当
時
の
仏
教
界
に
対
し
て
い
く
ら
か

の
不
満
、特
に
僧
の
行
状
に
対
す
る
不
満
を
抱
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

な
お
戒
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
改
め
て
扱
う
。

　

続
い
て
本
文
を
検
討
す
る
が
、
結
論
を
先
に
言
う
と
『
仏
度
伝
』
本
文

中
に
見
ら
れ
る
真
龍
の
神
観
念
の
記
述
に
は
、
宣
長
の
神
学
の
影
響
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
個
所
が
数
多
く
存
在
す
る
の
で
あ
る
。そ
こ
で
ま
ず
は
、

真
龍
と
宣
長
の
交
友
の
様
子
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

真
龍
と
宣
長
と
の
交
流
が
初
め
て
確
認
さ
れ
る
の
は
、
安
永
四
年
、
真

龍
が
門
人
ら
を
連
れ
て
近
畿
を
旅
し
た
際
の
日
記
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
　

�「（
往
路
、
正
月
）
廿
二
日
己
巳　

空
曇
た
り
、
津
の
宿
り
を
夜
を

こ
め
て
出
る
、
松
坂
の
前
わ
た
り
に
忘
れ
井
と
云
有
、
こ
ハ
む
か
し

斎
宮
の
女
御
の
、
京
を
お
ほ
し
給
ふ
に
、
歌
よ
ま
せ
給
ふ
の
故
よ
し

也
、
千
載
集
に
出
る
、
さ
れ
と
こ
ゝ
に
ハ
あ
ら
す
か
し
と
、
松
坂
魚

町
の
本
居
舜
庵
ハ
い
へ
り
、
布
引
の
山
を
見
る
に
こ
ハ
い
か
・
い
せ

の
界
な
る
う
ち
を
布
引
山
と
云
、
高
に
ハ
あ
ら
て
一
向
に
北
よ
り
南

西
へ
引
わ
た
し
た
る
也
、
六
間
茶
屋
よ
り
入
て
い
賀
へ
越
る
を
な
は

り
越
と
云
よ
し
人
の
語
る
、
隠
野
・
隠
山
ハ
万
ニ
見
え
し
か
、
こ
ハ

ナ
バ
リ
と
訓
そ
古
意
な
る
よ
し
本
居
ハ
い
へ
り
」（『
京
畿
の
旅
日

記
』〔『
県
史
』
八
〇
七
頁
〕）

　
　

�「（
復
路
、
三
月
）
廿
八
日
癸
亥　

雨
そ
ほ
ふ
る
、
松
坂
中
橋
ノ
南

本
町
ニ
宿
る
、
魚
町
舜
庵
宣
長
に
あ
ふ
、
古
事
記
を
論
、
己
目
の
症

お
も
つ
て
何
事
も
わ
か
す
」（
同
八
五
一
頁
）

こ
の
旅
行
の
具
体
的
な
動
機
は
定
か
で
は
な
い
が
、
日
記
中
に
寺
社
の
建

造
物
の
詳
細
な
配
置
図
や
行
程
図
が
記
さ
れ
て
い
る（
（1
（

こ
と
か
ら
、
お
そ
ら

く
実
地
調
査
が
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う（
（1
（

。
そ
の
後
も
真
龍
は
天
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明
四
年
と
同
八
年
に
門
人
を
連
れ
て
宣
長
を
訪
ね
て
い
る（
（1
（

。

　

宣
長
は
真
龍
と
の
対
面
以
降
、
諸
国
の
地
形
な
ど
を
ま
と
め
た
真
龍
の

著
作
『
国
図
』
を
何
度
も
借
り
る
よ
う
に
な
り
、
書
物
の
貸
借
や
書
簡
の

や
り
取
り
が
頻
繁
で
あ
っ
た（
（1
（

。
宣
長
も
歴
史
地
理
研
究
の
分
野
に
お
い
て

真
龍
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
真
龍
を
経
由
し
て

真
淵
の
思
想
や
意
見
な
ど
を
取
り
込
ん
で
い
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら

れ
る（
（1
（

。

　

ま
た
真
龍
は
、
自
身
の
門
人
の
中
で
も
特
に
有
望
な
人
間
を
宣
長
の
下

に
送
っ
て
勉
学
さ
せ
て
い
る
。
最
も
早
い
例
は
天
明
八
年
の
鈴
木
書
緒（
（1
（

で

あ
り
、
先
述
し
た
石
塚
龍
麿
や
高
林
方
朗
も
鈴
門
に
入
っ
て
い
る（
（1
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
真
龍
と
宣
長
は
『
仏
度
伝
』
成
立
以
前
か
ら
親
密
な

間
柄
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
先
述
の
よ
う
に
『
仏
度
伝
』
本

文
中
の
真
龍
の
神
観
念
に
は
、
宣
長
の
神
学
に
感
化
さ
れ
た
と
結
果
と
思

わ
れ
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
真
龍
は
こ
の
世
の
善
悪
に
つ
い
て
、

　
　

�「
惣
て
善ヨ
キ

と
悪ア
シ
キ

と
入
替
る
が
世
の
成
行ユ
キ

に
て
悪
き
中
よ
り
又
善
事
の

出
来
る
な
り
、
か
く
成ナ
リ

行ユ
ク

さ
ま
も
人
の
有サ
チ

幸ア
ル

も
不サ
チ
ア
ラ
ス幸

も
皇
国
の
伝

に
よ
れ
ば
、
直
日ノ神
と
禍
津
毗ノ神
の
み
わ
ざ
に
て
人
の
量
り
し
ら
れ

ぬ
事
な
れ
ど
、
禍マ
ガ

事
出
来
れ
ば
直
毗
を
願
ふ
は
人ノ情
な
れ
は
禍
を
除ヨ
ケ

る
に
及シ
ク

は
な
し
、
西
蕃
に
て
は
三
世ノ因
縁
と
い
ひ
て
其
因
縁
の
め
く

り
は
、
小
く
も
廻
り
大
く
も
廻
り
、
又
是
無ナ
シ

と
い
え
は
如ナ
キ
ガ
コ
ト
ク無

、
有ア
リ

と
い
え
は
如ア
ル
カ
コ
ト
ク有
に
て
量
り
し
ら
れ
ぬ
大
き
な
る
物
な
る
を
、
是
事

は
彼
因
縁
の
廻
也
な
と
云
は
当
る
か
如クな
れ
と
も
推オ
シ
ハ
カ
リ量

事
に
て
、

実
に
は
し
ら
れ
ず
、
所ユ
ヱ
イ
カ
ニ
ト
ナ
レ
バ

以
者
何 

善
人
に
禍マ
ガ

あ
り
、
悪
人
に
幸
有
も

常
の
事
也
」（
六
七
頁
上
～
下
）

と
述
べ
て
い
る
。
吉
凶
・
幸
不
幸
は
「
皇
国
の
伝
に
よ
れ
ば
」「
直
日
神

と
禍
津
毗
神
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
智
を
超
越
し
た
事
象
で

あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
『
玉
く
し
げ
』
の
、

　
　

�「
世ノ中
の
事
も
、
吉キ
チ

事ジ

善ゼ
ン

事ジ

の
み
に
は
あ
ら
ず
、
惡ア
ク

事ジ

凶キ
ョ
ウ

事ジ

も
ま
じ

り
て
、
國
の
亂ラ
ン

な
ど
も
を
り
〳
〵
は
起オ
コ

り
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に

あ
し
き
事
な
ど
も
行オ
コ
ナ

は
れ
、
又
人
の
禍ク
ワ

福フ
ク

な
ど
の
、
正タ
ダ

し
く
道
理

に
あ
た
ら
ざ
る
こ
と
も
多
き
、こ
れ
ら
は
み
な
惡ア
シ

き
神
の
所シ
ョ

爲ヰ

な
り
。

惡ア
シ
キ
カ
ミ神

と
申
す
は
、
か
の
伊イ

邪ザ

那ナ

岐ギ
ノ

大オ
ホ

御ミ

神カ
ミ

の
御ミ

禊ミ
ソ
ギ

の
時
、
豫ヨ

美ミ
ノ

國ク
ニ

の
穢ケ
ガ
レ

よ
り
成ナ
リ

出イ
デ

た
ま
へ
る
、
禍マ
ガ

津ツ

日ビ
ノ

神
と
申
す
神
の
御ミ

靈タ
マ

に
よ
り

て
、
諸
モ
ロ
モ
ロ

の
邪
ヨ
コ
サ
マ

な
る
事
惡ア
シ

き
事
を
行オ
コ
ナ

ふ
神
た
ち
に
し
て
、
さ
や
う

の
神
の
盛サ
カ
リ

に
荒ア
ラ

び
給
ふ
時
に
は
、
皇ス
メ
カ
ミ神

た
ち
の
御オ
ン

守マ

モ護
り
御オ
ン
チ
カ
ラ力

に

も
及
ば
せ
給
は
ぬ
事
も
あ
る
は
、
こ
れ
神
代
よ
り
の
趣
な
り
」（
八
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巻
〔
昭
和
四
七
年
〕
三
一
五
頁
）

や
、「
直
毘
霊
」
の
、

　
　

�「
吉ヨ
キ
ア
シ凶

き
萬ノ事
、み
な
こ
と
ご
と
に
神
の
御ミ
シ
ワ
ザ

所
爲
な
り
、さ
て
神
に
は
、

善ヨ
キ

も
あ
り
惡ア
シ

き
も
有リて
、
所シ
ワ
ザ行
も
そ
れ
に
し
た
が
ふ
な
れ
ば
、
大
か

た
尋ヨ
ノ
ツ
ネ常

の
こ
と
わ
り
を
以
て
は
、測ハ
カ

り
が
た
き
わ
ざ
な
り
か
し
」（
九

巻
〔
昭
和
四
三
年
〕
五
四
頁
）

　
　

�「
禍マ
ガ
ツ
ビ
ノ

津
日
神
の
み
し
わ
ざ
、
見ミ

つ
ゝ
默ナ

止ホ

え
あ
ら
ず
、
神カ
ム
ナ
ホ
ビ
ノ

直
毘
神

大オ
ホ
ナ
ホ
ビ
ノ

直
毘
神
の
御ミ

靈タ
マ

た
ば
り
て
、
こ
の
ま
が
を
も
て
直ナ
ホ

さ
む
と
ぞ
よ
」

（
同
六
二
頁
）

に
表
れ
て
い
る
、
宣
長
の
思
想
と
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

他
に
も
、

　
　

�「
何
事
も
神
の
御
心
な
り
と
智
人
は
、
幸
魂
の
幸
あ
ら
む
事
を
願
ひ

て
禍
津
毗
の
禍
事
は
忌
放
へ
し
、
心
に
合カ
ナ
フ

を
よ
ろ
こ
ひ
、
不
合
を

悲
む
は
人
情
な
れ
は
な
り
」（
六
八
頁
上
）

と
い
う
「
人
情
」
に
関
す
る
記
述
は
、

　
　

�「
下
な
る
人
ど
も
も
、
事
に
ふ
れ
て
は
、
福サ
チ

を
求モ
ト

む
と
、
善ヨ
キ

神
に
こ

ひ
ね
ぎ
、
禍マ
ガ

を
の
が
れ
む
と
、
惡ア
シ
キ

神
を
も
和ナ
ゴ

め
祭
り
、
又
た
ま

〳
〵
身
に
罪ツ
ミ
ケ
ガ
レ穢

も
あ
れ
ば
、
祓ハ
ラ
ヒ
キ
ヨ淸

む
る
な
ど
、
み
な
人
の
情コ
コ
ロ

に

し
て
、
か
な
ら
ず
有ルべ
き
わ
ざ
な
り
」（「
直
毘
霊
」、
六
一
頁
）

と
「
直
毘
霊
」
に
も
同
様
の
言
及
が
あ
る
。
ま
た
、

　
　

�「
祈イ
ノ
ル禱

は
人
の
力
な
り
、
験
な
き
は
物
の
不
幸
也
、
祈
禱
て
験
あ
る

と
雖イ
ノ
レ
ト
モ禱

験
な
き
有
、
不イ
ノ
ラ
ス
シ
テ

祈
禱
も
幸
有
と
不
祈
禱
し
て
不
幸
な
る
有
、

此
論
は
前
に
申
如
し
、
人
は
其
力
を
尽
す
へ
し
、
不
尽
は
情
あ
さ
き

愚
人
に
て
禽
獣
に
近
し
、
近
き
代
人
の
い
へ
る
心
た
に
ま
こ
と
の
道

に
か
な
ひ
な
は
い
の
ら
す
と
て
も
神
や
守
ら
む
、
と
か
い
へ
る
は

甚イ
タ
ク

神
道
に
違
へ
り
、
さ
る
事
に
は
あ
ら
ず
」（
七
〇
頁
上
～
下
）

と
い
う
祈
祷
の
実
践
の
重
要
性
を
強
調
し
た
発
言
に
つ
い
て
は
、『
玉
く

し
げ
』
に
お
い
て
も
、

　
　

�「
何
事
も
た
ゞ
、
神
の
御
は
か
ら
ひ
に
う
ち
ま
か
せ
て
、
よ
く
も
あ
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し
く
も
な
り
ゆ
く
ま
ゝ
に
打ウ
チ

捨ス
テ

お
き
て
、
人
は
す
こ
し
も
こ
れ
を
い

ろ
ふ
ま
じ
き
に
や
、
と
思
ふ
人
も
あ
ら
ん
か
、
こ
れ
又
大
な
る
ひ
が

こ
と
な
り
、
人
も
、
人
の
行オ
コ
ナ

ふ
べ
き
か
ぎ
り
を
ば
、
行オ
コ
ナ

ふ
が
人
の

道
に
し
て
、
そ
の
う
へ
に
、
其
事
の
成ナ
ル

と
成ナ
ラ

ざ
る
と
は
、
人
の
力チ
カ
ラ

に
及
ば
ざ
る
と
こ
ろ
ぞ
、
と
い
ふ
こ
と
を
心
得
居
て
、
强シ
ヒ

た
る
事
を

ば
行オ
コ
ナ

ふ
ま
じ
き
な
り
、
然
る
に
そ
の
行オ
コ
ナ

ふ
べ
き
た
け
を
も
行オ
コ
ナ

は

ず
し
て
、
た
ゞ
な
り
ゆ
く
ま
ゝ
に
打ウ
チ

捨ス
テ

お
く
は
、
人
の
道
に
そ
む
け

り
」（『
玉
く
し
げ
』、
三
二
〇
頁
）

と
、同
様
の
趣
旨
の
発
言
が
さ
れ
て
い
る
。「
心
た
に
」の
歌
へ
の
批
判
も
、

　
　

�「
心
だ
に
ま
こ
と
の
道
に
か
な
ひ
な
ば
、
な
ど
云
め
る
す
ぢ
は
、
佛

の
敎
へ
儒
の
見コ
コ
ロ

に
こ
そ
、
さ
る
こ
と
も
あ
ら
め
、
神
の
道
に
は
、

甚イ
タ

く
そ
む
け
り
」（「
直
毘
霊
」、
六
一
頁
）

と
「
直
毘
霊
」
に
現
れ
て
い
る
。
た
だ
『
仏
度
伝
』
で
は
、
こ
の
歌
を
「
佛

の
敎
へ
」
と
い
う
点
で
は
批
判
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
『
玉
く
し
げ
』
の
、

　
　

�「
さ
て
世ノ中
の
事
は
み
な
、
神
の
御
は
か
ら
ひ
に
よ
る
こ
と
な
れ
ば
、

顯ア
ラ
ハ
ニ
ゴ
ト事

と
て
も
、
畢ヒ
ツ
キ
ヤ
ウ竟

は
幽カ
ミ
ゴ
ト事

の
外
な
ら
ね
ど
も
、
な
ほ
差シ
ヤ
ベ
ツ別

あ

る
こ
と
に
て
、
其ノ

差シ
ヤ
ベ
ツ別

は
譬タ
ト

へ
ば
、
神
は
人
に
て
、
幽カ
ミ
ゴ
ト事

は
、
人
の

は
た
ら
く
が
如
く
、
世ノ中
の
人
は
人ニ
ン
ギ
ヤ
ウ形
に
て
、
顯ア
ラ
ハ
ニ
ゴ
ト事
は
、
其ノ

人ニ
ン
ギ
ヤ
ウ形

の
首カ
シ
ラ

手テ

足ア
シ

な
ど
有リて
、
は
た
ら
く
が
如
し
。
か
く
て
そ
の

人ニ
ン
ギ
ヤ
ウ形
の
色
々
と
は
た
ら
く
も
、
實ジ
ツ

は
是レも
人
の
つ
か
ふ
に
よ
る
こ

と
な
れ
ど
も
、
人ニ
ン
ギ
ヤ
ウ形

の
は
た
ら
く
と
こ
ろ
は
、
つ
か
ふ
人
と
は
別ベ
ツ

に
し
て
、そ
の
首カ
シ
ラ

手テ

足ア
シ

な
ど
有リて
、そ
れ
が
よ
く
は
た
ら
け
ば
こ
そ
、

人ニ
ン
ギ
ヤ
ウ形

の
し
る
し
は
あ
る
こ
と
な
れ
、
首カ
シ
ラ

手テ

足ア
シ

も
な
く
、
は
た
ら
く

と
こ
ろ
な
く
て
は
、
何ナ
ニ

を
か
人ニ
ン
ギ
ヤ
ウ形

の
し
る
し
と
は
せ
ん
。
此
差シ
ャ
ベ
ツ別

を
わ
き
ま
へ
て
、
顯ア
ラ
ハ
ニ
ゴ
ト事
の
つ
と
め
も
、
な
く
て
は
か
な
は
ぬ
事
を

さ
と
る
べ
し
」（『
玉
く
し
げ
』、
三
二
〇
～
三
二
一
頁
）

と
い
う
神
と
人
間
と
の
関
係
性
へ
の
言
及
に
関
し
て
、
真
龍
は

　
　

�「
と
に
か
く
に
善ヨ
キ

に
移
り
ゆ
か
む
理
を
弁
智
て
、
我
身
の
為
に
な
す

へ
き
な
り
、
譬
は
己オ
ノ
レ々

か
身
は
人
形
に
て
、
其
善
霊
は
陰
に
有
て
能

動
か
し
手ツ
カ
ヘ使
ば
生
た
る
人
の
如
く
な
る
に
同
と
伊
勢
人
宣
長
は
云

り
、
よ
き
人
も
善
霊
の
離ハ
ナ
レ

去
れ
は
忽
悪
キ
タ
ナ
キ

人
と
な
り
て
、
禍マ
ガ

の
み

多
く
成
行
な
り
」（
六
八
頁
上
）
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と
『
玉
く
し
げ
』
の
記
述
を
一
部
引
用
し
て
述
べ
て
い
る
。
宣
長
の
人
形

説
を
真
龍
も
肯
定
的
に
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
人
間
は
本
質
的

に
「
禍
」
が
自
然
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
存
在
で
あ
る
と
真
龍
は
考
え
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　

宣
長
は
『
仏
度
伝
』
成
立
の
前
年
、
寛
政
二
年
六
月
一
二
日
付
で
真
龍

宛
に
書
簡
を
送
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、

　
　

�「
近
來
拙
作
開
板
物
御
覽
被
レ
成
候
由
、
定
而
思
召
ニ
叶
不
レ
申
事
共

多
可
レ
有
レ
之
奉
レ
察
候
、
玉
く
し
け
殊
ニ
思
召
ニ
合
不
レ
申
事
御
座

可
レ
有
候
」（『
本
居
宣
長
全
集
』
十
七
〔
昭
和
六
二
年
〕、
一
三
五

頁
上
）

と
あ
る
。『
玉
く
し
げ
』
の
刊
行
は
寛
政
元
年
で
あ
り
、
そ
の
稿
本
の
成

立
は
天
明
六
年
以
前
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る（
（1
（

。
刊
本
が
真
龍
の
手
に
渡
っ

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
真
龍
と
宣
長
の
親
密
な
交
友
を
考
え
る
と
、

そ
れ
以
前
に
も
稿
本
版
『
玉
く
し
げ
』
に
触
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
「
直
毘
霊
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
古
事
記
伝
』
第
一
帙
の

刊
行
は
寛
政
二
年
で
あ
る（
（1
（

が
、
こ
ち
ら
も
出
版
以
前
に
真
龍
が
稿
本
を
読

ん
だ
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。
真
龍
が
両
書
の
稿
本
を
読
ん
で
い
た

こ
と
を
示
す
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
で
き
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も

両
書
の
刊
行
年
は
い
ず
れ
も
『
仏
度
伝
』
成
立
以
前
な
の
で
、『
仏
度
伝
』

の
執
筆
に
両
書
が
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う（
（2
（

。

　

ま
た
、
賀
茂
真
淵
の
明
和
二
年
の
著
作
『
古
今
集
序
別
考
』
に
は
、

　
　

�「
か
ら
國
に
て
、
神カ
ミ

と
は
妙メ
ウ

に
量ハ
カ

り
し
ら
れ
ぬ
を
い
ひ
て
、
皇
朝
に

い
ふ
と
、
末ヘハ
あ
ふ
に
似
た
れ
ど
も
、
皇
朝
に
て
神カ
ミ

と
い
ふ
ハ
、

天ア
メ
ツ
チ地

の
御ミ

靈タ
マ

を
本モ
ト

に
し
て
人
の
靈タ
マ

を
い
ひ
、
又
鳥
獸
草
木
ま
で
も
神

と
す
、
故へに
其ノ神
に
よ
き
あ
し
き
神
あ
り
て
、
其
あ
し
き
神
と
人
の

死
た
る
を
、
か
ら
國
に
て
ハ
鬼ヲ
ニ

と
い
へ
り
、
こ
ゝ
の
文ブ
ン

皆
か
ら
言コ
ト

を

本モ
ト

に
て
書
し
ハ
い
か
に
」（
一
一
巻
〔
平
成
三
年
〕、
四
〇
〇
頁
）

と
い
う
、
宣
長
の
神
理
解
と
の
関
連
が
う
か
が
わ
れ
る
文
章
が
あ
る
。
そ

し
て
無
窮
会
所
蔵
の
同
書
に
は
、

　
　

�「
明
和
二
年
の
春
加
茂
眞
淵
六
十
九
の
齢
に
て
考
侍
る
」（
同
四
一
二

頁
）

と
い
う
真
淵
の
自
署
の
後
に
、

　
　
「
安
永
二
年
の
秋
眞
龍
し
る
す
」（
同
）
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と
真
龍
が
識
語
を
加
え
て
い
る（
（2
（

。
真
龍
と
宣
長
の
交
渉
の
初
出
は
前
述
の

よ
う
に
安
永
四
年
で
あ
る
の
で
、
真
龍
は
宣
長
と
の
交
流
以
前
に
真
淵
の

こ
の
説
に
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
真
淵
の
神
観
念
の
影
響
を
受
け
て
い

る
で
あ
ろ
う
宣
長
の
そ
れ
は
、
真
龍
に
と
っ
て
比
較
的
受
け
入
れ
易
い
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、『
仏
度
伝
』
中
に
は
宣
長
の
神
観
念
が
多
分

に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
宣
長
の
説
で
あ
る
と
明
言
し
て
い

る
箇
所
は
先
程
の
『
玉
く
し
げ
』
の
引
用
部
を
除
い
て
見
当
た
ら
な
い
。

た
だ
こ
れ
は
、
宣
長
説
を
自
説
と
し
て
剽
窃
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
。「
直
日
神
と
禍
津
毗
神
」に
よ
る
善
事
悪
事
の
移
り
変
わ
り
を「
皇

国
の
伝
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
宣
長
の
唱
え
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
あ
る
と
真
龍
が
認
識
し
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
宣

長
の
神
学
に
お
い
て
重
要
と
さ
れ
る
産
霊
説
に
つ
い
て
は
、『
仏
度
伝
』

の
中
に
言
及
は
な
い
。

　

三
世
の
因
縁
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
、「
西
蕃
」
で
は
善
悪
・
幸

不
幸
の
発
現
を
「
三
世
因
縁
」
と
し
て
い
る
が
そ
れ
は
「
推
量
事
」
で
あ

り
、
実
際
に
は
不
可
知
の
領
域
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
三
世

因
縁
」
は
「
直
日
神
と
禍
津
毗
神
」
の
概
念
と
同
格
に
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
た
だ
前
述
の
「
何
事
も
神
の
御
心
な
り
と
智
人
は
」
の
部
分

と
対
に
な
る
形
で
、

　
　

�「
三
世
の
因
縁
と
智
人
は
過
し
世
を
顧
て
顕
ア
ラ
ハ
ニ

世ノ

悪マ

ガ業
な
く
は
来コ
ン

世ヨ

の
幸
あ
ら
む
事
を
願
へ
し
、
是
亦
人ノ情
な
り
」（
六
八
頁
上
）

と
書
か
れ
て
お
り
、「
三
世
因
縁
」
の
概
念
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
神
亀
五
年
八
月
の
、
聖
武
天
皇
の
皇
太
子
が
病
気
に
な
っ

た
と
い
う
記
事
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�「
神
亀
五
年
八
月
九
巻
ノ

十
二
丁
オ
勅
皇
太
子
寝
病
経
レ
日
不
レ
愈
、
自
レ
非
二
ス
ハ

三
宝
ノ
威
力ニ
一
何
能
解
二
脱
患
苦ヲ
一
因
レ
茲
敬
造
二
観
世
音
菩
薩
像

一
百
七
十
七
軀
并ニ

経
一
百
七
十
七
巻ヲ
一
、
礼
仏
転
経
一
日
行
道
、
縁
二

此
功
徳
一
欲
レ
得
二
平
復
一
云
々
、
か
く
て
さ
ま
さ
ま
の
み
わ
さ
仕
給

へ
と
も
顕
ウ
ツ
シ

身ミ

し
神
に
勝タね
は
九
月
皇
太
子
薨
」（
八
四
頁
下
）

　

聖
武
天
皇
は
「
三
宝
威
力
」
に
依
っ
て
皇
太
子
の
病
を
治
す
べ
く
、
観

世
音
菩
薩
像
や
観
世
音
経
を
造
り
、
僧
に
行
道
さ
せ
た
。
し
か
し
そ
の
甲

斐
な
く
翌
月
に
皇
太
子
は
死
ん
で
し
ま
う
。
真
龍
は
そ
の
死
を
「
顕
身
し

神
」
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
た
。
前
述
の
「
三
世
因
縁
」
へ
の
言
及
内
容
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も
含
め
る
と
、
真
龍
の
中
で
仏
法
は
神
の
秩
序
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
前
述
の
『
玉
く
し
げ
』
を
引
用
し
た
部
分
の
直
後
に
は
、

　
　

�「
三
世
の
因
縁
も
こ
ゝ
に
有
、
遠
き
に
求
め
む
よ
り
は
近
き
に
依
り

て
、
昨
日
は
今
日
の
過
去
、
明
日
は
今
日
の
未
来
世
な
る
こ
と
を
実

に
こ
そ
智シ
ラ

ま
ほ
し
け
れ
、
上
件ノ事
は
心
柱
の
論
と
は
懸
隔
た
る
事
な

れ
と
も
、
是
を
智
さ
れ
は
心ノ柱
を
立
た
り
と
も
葺
覆
か
や
な
く
て
く

ち
は
つ
る
か
如
し
」（
六
八
頁
上
）

と
続
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
三
世
を
な
る
べ
く
近
い
こ
と
と
し
て
、
例
え

ば
今
日
善
い
行
い
を
す
る
こ
と
で
明
日
の
幸
福
を
祈
る
、と
い
う
よ
う
な
、

現
実
を
重
視
す
る
態
度
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
た
だ
「
心
柱
」
に
帰
依

す
る
だ
け
で
な
く
同
時
に
善
行
を
実
践
し
な
け
れ
ば
、「
心
柱
」
は
朽
ち

果
て
て
し
ま
う
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
現
実
主
義
的
、
実
践
主
義
的
な
姿

勢
も
宣
長
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。

　

ま
た
真
龍
は
仏
法
に
つ
い
て
、

　
　

�「
彼
聖
明
王
之
表
讃
に
此
法
は
周
公
孔
子
尚
不
能
知
な
と
云
し
は
甚イ
タ
ク

誤
れ
り
、
其
名
目
は
渡
ら
ね
と
仏
法
と
て
異
事
有
に
は
あ
ら
ず
、
天

地
に
満
足
た
る
人ノ心
の
目
を
立
て
教
へ
た
る
法
な
る
を
や
」（
六
八

頁
下
）

と
、
そ
の
教
え
は
何
も
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
自
身
の
現
在
の
境
遇
に

満
足
し
て
い
る
人
間
に
新
た
に
目
標
を
授
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
抱
い
て
い
る
。

　
　
　

三
、
戒
へ
の
注
目
と
上
代
仏
教
観

　

序
文
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
真
龍
に
と
っ
て
「
戒
」
は
仏
教
を
論
じ
る

う
え
で
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。『
仏
度
伝
』
本
文
中
に
も
、

　
　

�「
最
勝
王
経
、
正
法
正
論
治
国
之
要
も
、
以
レ
善
化
衆
生
正
法
治
二
於

国
一
と
云
り
、
故
持
戒
の
教
を
先
と
す
」（
六
八
頁
上
）

と
い
う
よ
う
に
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
「
王
法
正
論
品
」
へ
の
言
及

が
あ
り
、
真
龍
の
治
国
の
理
想
は
「
王
法
正
論
品
」
の
教
え
に
拠
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る（
（2
（

。

　

真
龍
は
公
伝
し
て
間
も
な
い
頃
の
仏
教
に
つ
い
て
、
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�「
仏
法
の
渡
り
来
し
よ
り
、
凡
四
十
年
計
は
戒
法
は
名
の
み
伝
は
り

て
、
聖
明
王
か
表
讃
を
耳
な
ひ
て
、
只
拝
み
て
尊
ふ
計
な
り
き
、
戒

法
あ
ら
ね
は
こ
そ
最
勝
の
法
と
て
、
仏
尊
ふ
人
々
が
御
代
の
乱
を
な

し
つ
れ
、
其
事
は
守
屋
大
連
か
神
の
御
心
を
畏カ
シ
コ

み
て
、
仏
の
道
は

不ウ
ヘ
ナ
ハ
ヌ諾
心
専
な
れ
と
、
馬
子
大
臣
か
諸
皇
子
及
群
臣
を
勤ス
ゝ
メ

て
守
屋
大

連
を
誡（
滅
）さ

む
と
謀
し
に
軍
起
り
た
り
」（
七
〇
頁
下
）

と
評
し
て
い
る
。
聖
明
王
に
よ
り
仏
教
が
公
伝
さ
れ
た
も
の
の
、
最
初
は

戒
は
名
前
だ
け
し
か
伝
わ
ら
ず
、
聖
明
王
の
表
讃
に
拠
っ
て
仏
を
尊
ん
で

い
る
だ
け
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
各
人
が
各
々
の
願
望
を
叶
え
よ

う
と
し
、
戦
乱
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

真
龍
は
持
戒
こ
そ
仏
法
の
本
質
を
知
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で
あ
り
、

同
時
に
治
国
の
要
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
第
二
章
で
見

た
よ
う
に
、
真
龍
は
「
心
柱
」
に
す
が
る
だ
け
で
は
な
く
善
行
の
実
践
も

肝
心
で
あ
る
と
説
い
て
い
た
。
戒
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
た
だ
あ
り
が
た

が
る
の
で
は
な
く
そ
れ
を
維
持
し
続
け
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
捉
え
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
僧
尼
に
つ
い
て
は
、

　
　

�「
僧
業
は
法
華
に
所
謂
寂
然
閑
居
シ
テ
安
二
処
林
野
一
と
見
え
、
其
心
は

三
界
皆
是
我
有
、
衆
生
悉
是
吾
子
、
と
有
て
天
下
平
安
の
た
め
な
る

は
古も

今も

同
、
さ
れ
と
令
条
に
僧
尼
は
世
外
の
定
な
れ
は
令
に
依
て
心

得
へ
き
な
り
」（
七
九
頁
下
）

と
、「
天
下
平
安
」
を
担
う
存
在
で
あ
る
と
し
、
僧
尼
も
令
を
遵
守
す
べ

き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。『
仏
度
伝
』
巻
二
で
は
『
続
日
本
紀
』
記

載
の
僧
尼
統
制
の
諸
詔
が
抜
き
書
き
さ
れ
て
お
り
、
養
老
元
年
四
月
の
詔

の
僧
尼
の
医
療
行
為
を
規
制
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

　
　
「
僧
行
の
懈
よ
り
此
制
は
有
し
な
り
」（
八
三
頁
上
）

と
述
べ
、
そ
の
時
代
に
懈
怠
で
あ
っ
た
り
偽
り
を
働
い
た
り
し
た
僧
が
多

か
っ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

　
『
仏
度
伝
』
で
は
聖
徳
太
子
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
り
、

　　
　

�「
小ヲ

墾ハ
リ

田タ
ノ

宮ノ御
代
推
古
天

皇
三
年
に
高コ
マ
ノ麗

僧
恵
慈
・
百
済ノ僧
恵
聡
等
渡
り
来
て

仏
法
を
弘
演
し
時
、
其
心
を
受
嗣
た
る
は
厩
戸
皇
子
の
み
な
り
、

二
百
年
経
て
奈
良ノ都
の
天
平
の
頃
迄
も
仏
法
に
合カ
ナ
ヒ

た
る
人
は
す
く

な
か
り
け
む
」（
六
七
頁
上
）
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と
、
聖
徳
太
子
の
こ
と
を
仏
法
を
正
し
く
受
け
継
い
だ
人
物
と
し
て
評
価

し
て
い
る
。
た
だ
一
方
で
、

　
　

�「
崇
峻
紀
五
年
曰
、
蘇
我
馬
子
謀
弑
天
皇
と
見
え
、
十
一
月
使
三
東

漢
直
駒
殺
二
于
天
皇
一
と
記
し
、
推
古
紀
に
天
皇
為
二
大
臣
馬
子
一
見
レ

殺
、
嗣
位
既
空
と
も
有
て
馬
子
は
悪
逆
の
罪
人
な
る
に
、
厩
戸
皇
子

は
守
屋
を
誅
給
ひ
な
か
ら
、
悪
逆
の
馬
子
を
助
け
置
し
は
、
仏
法
の

方
人
な
る
故
か
、
い
か
な
る
事
と
も
心
得
難
し
」（
七
一
頁
上
）

と
、
聖
徳
太
子
が
「
悪
逆
」
に
加
担
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
苦
言
を
呈
し

て
い
る（
（2
（

。「
悪
逆
」
に
つ
い
て
は
本
文
に
お
い
て
、
蘇
我
馬
子
が
崇
峻
天

皇
を
暗
殺
し
、
蘇
我
入
鹿
が
上
宮
王
家
の
人
々
を
自
殺
に
追
い
込
ん
だ
こ

と
に
対
し
て

　
　
「
悪サ
ガ

逆コ
ト

は
天
地
に
い
ひ
も
し
ら
れ
ぬ
罪
人
也
」（
六
七
頁
上
）

と
評
し
て
お
り
、
真
龍
は
「
悪
逆
」
を
絶
対
的
な
悪
事
と
認
識
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

　

聖
徳
太
子
に
つ
い
て
は
他
に
も
、
推
古
紀
に
記
載
さ
れ
た
所
謂
片
岡
山

伝
説
に
対
し
て
は
、

　
　

�「
屍
骨
既
空
と
は
死
人
に
か
ゝ
る
詞
、
衣
服ハ

畳テ

置
ケ
リ

二
棺
上
一
と
は
使

者
に
か
ゝ
る
詞
な
り
、
さ
て
有
の
ま
ゝ
な
る
事
な
る
に
後
世
不
快
の

説
を
な
し
て
、
此
飢
人
は
達
摩
な
り
と
い
ひ
、
又
皇
子
の
歌
の
答
歌

有
な
と
云
は
い
た
く
後
世
の
偽
言
な
り
、
か
ゝ
る
事
を
世
人
は
化
身

と
云
な
り
、
是
は
徳
化
を
云
と
は
異
に
て
礼
記
に
云
る
爵
入
二
大
水
一

化
レ
蛤
、
鷹
化
為
レ
鳩
な
と
の
化
の
意
か
、
所
謂
化
身
は
誰
か
見
初

言
初
し
と
云
説
も
な
け
れ
は
流
言
成
へ
し
」（
七
三
頁
下
）

と
、
死
者
の
「
衣
服
」
は
「
使
者
」
が
置
い
た
の
で
あ
る
と
い
う
説
を
挙

げ
、
ま
た
「
飢
人
」
の
正
体
は
達
磨
大
師
で
あ
る
な
ど
と
い
う
後
世
の
説

を
一
蹴
し
、
文
意
を
「
有
の
ま
ゝ
」
理
解
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　

真
龍
は
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
も
言
及
し
て
お
り
、

　
　

�「
旧
事
本
記
て
ふ
書
は
厩
戸
皇
子
の
撰
給
と
て
珍
ら
し
き
物
に
い
ひ

は
や
し
て
、
世
人
書
写
も
て
ひ
め
す
れ
と
、
是
は
其
代
の
詞
も
書
さ

ま
を
も
不ラ

知ヌ

人
の
偽
り
作
り
し
物
に
て
論
の
外
な
り
」（
七
二
頁
上

～
下
）

と
偽
書
説
を
展
開
し
て
い
る（
（2
（

。
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四
、
上
代
の
国
風
へ
の
言
及

　
『
仏
度
伝
』
で
は
上
代
日
本
の
国
風
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
い
る
箇

所
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
聖
徳
太
子
の
定
め
た
十
七
条
の
憲
法
に
つ

い
て
は
、

　
　

�「
厩
戸
豊
聡
耳
皇
子
、
皇
太
子
と
な
り
給
ひ
て
万
機
を
委ユ
タ
ネ

給
ひ
て
、

朝
廷
に
は
専
仏
法
を
信
と
し
給
し
か
と
、
い
ま
た
国
々
に
は
及
は
さ

り
き
、
国
政
は
皇
太
子
親ラ

十
七
条
の
憲ノ

リ法
を
立
給
つ
れ
は
、
一
御
代

は
此
憲ノ

リ法
の
政
な
り
け
む
、
さ
れ
と
仏
法
の
御
心
よ
り
作
り
な
せ
る

掟
な
れ
は
、
皇
国
に
は
用
給ヒ

難カ
タ
キ

故
由
有
け
む
、
後
の
御
代
に
は
用

給
は
ず
、
最
勝
王
経
の
中
に
も
国
政
は
別
の
条
有
を
や
」（
七
一
頁

上
～
下
）

　

と
、
仏
法
の
精
神
を
基
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
日
本
の
精

神
に
は
合
わ
ず
、
後
代
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
国
造
に
つ
い
て
、

　
　

�「
此
み
代
（
推
古
朝
）
に
仏
法
漸
広
ま
り
て
朝
廷
群
臣
信シ
ル
シ

と
し
給
ひ

し
か
と
、
国
家
に
普
く
広
ま
り
し
に
は
あ
ら
す
、
寺
も
都
近
き
所
に

有
し
の
み
に
て
、
諸
国
に
は
国
の
造
有
て
神
祇
を
敬
ひ
国ノ政
を
も
兼

行
ひ
て
、
上
代
の
ま
ゝ
な
る
国ク
ニ
フ
リ風
に
て
そ
有
け
る
、
長
柄ノ宮
孝
徳

天
皇
の

頃
は
国ノ造
神
事
に
託
て
国
政
に
懈
り
し
よ
り
国
司
を
お
か
せ
給
ひ

て
、
国
造
は
神
事
の
み
を
司
と
り
て
権
勢
日
日
に
衰
へ
、
終
に
廃
ら

れ
た
る
は
い
た
く
悲
し
き
事
な
り
」（
七
四
頁
上
）

と
、
孝
徳
朝
に
お
い
て
国
政
は
国
司
が
行
い
国
造
は
神
事
の
み
を
執
り
行

う
こ
と
に
な
り
、
国
造
の
権
威
は
衰
え
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆

い
て
い
る
。
た
だ
孝
徳
朝
と
斉
明
朝
に
対
し
て
は
、
孝
徳
天
皇
が
即
位
後

群
臣
を
集
め
て
結
ん
だ
盟
約
の
内
容（
（2
（

や
、
斉
明
朝
に
お
け
る
遣
唐
使
の
、

唐
の
天
子
に
天
皇
や
日
本
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
際
の
返
答（
（2
（

を
根
拠
と
し
て
、

　
　

�「（
孝
徳
天
皇
・
斉
明
天
皇
の
）
大
み
よ
は
神
代
の
ま
ゝ
に
安
御
代

の
て
ふ
り
な
り
と
し
ら
る
」（
七
八
頁
上
）

と
、
そ
の
国
風
は
「
神
代
の
ま
ゝ
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
日
本
魂
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、

　
　

�「
於
日
本
国
有
二
聖
人
一
曰
二
上
宮
豊
聡
耳
皇
子
一
、
固ニ天
攸
縦
シ
テ
以
二
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玄
聖
之
徳
一
、
生
二
日
本
之
国
一
、
苞カ
ネ
ツ

二

貫ラ
ヌ
キ

三
総ヲ
一
纂ツ
キ

二
先
生
之
宏ノ
リ
ヲ猷

一

恭
二
敬
三
宝
一
、
救フ
二
黎ミ
タ
ミ元

之
厄
タ
シ
ナ
ミ
ヲ

一
、
是
実ニ大
聖
也
、
今
太
子
既
薨

之
、
我
雖
二
異
国
一
、
心
在
二
断
金
一
、
某
独
生
之
有
二
何
益
一
矣
、
我

以
二
来
年
二
月
五
日
一
必
死
、
因
以
遇テ
二
上
宮
太
子
於
二
（
筆
者
注
：『
県
史
』
マ
マ
）

浄
土
一
、
以
共
化ン
二
衆
生
一
、
と
云
し
は
専
ら
仏
法
を
興
し
広
め
太
子

の
恩
恵
を
受
し
恵
慈
か
詞
に
て
、
物
部ノ尾
輿
、
中
臣ノ鎌
子
、
弓
削
守

屋
、
中
臣ノ勝
海
等
か
日
本
魂
と
は
懸カ
ケ
ヘ
ダ
ゝ
リ隔

し
事
な
り
」（
七
四
頁
下
）

と
、
僧
恵
慈
と
異
な
り
物
部
尾
輿
、
中
臣
鎌
子
、
弓
削
守
屋
、
中
臣
勝
海

は
「
日
本
魂
」
を
持
っ
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
彼
ら
は
仏
教
受
容
に
反

対
し
た
勢
力
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
言
う
「
日
本
魂
」
と
は
日
本
古
来
の

信
仰
や
思
想
を
理
想
と
す
る
信
条
の
こ
と
だ
ろ
う
。た
だ
、こ
こ
で
は「
日

本
魂
」
が
仏
法
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
旨
の
発
言
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
日
本
の
年
忌
に
つ
い
て
の
発
言
も
あ
る
。

　
　

�「（
政
治
を
恣
に
し
た
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
は
）
罪
人
な
れ
と
父
子
の

屍
の
葬
を
許ユ
ル
シ

給
へ
り
、
罪
人
を
も
葬
の
業
あ
る
例
は
天
雅（
稚
）彦
に
始

れ
り
、
か
ら
国
も
慎
終
追
遠
な
と
云
事
も
あ
れ
は
葬
も
後
の
祀
も
あ

る
定
ま
り
な
り
、
か（
筆
者
注
：
重
複
マ
マ
）

ら
国
も
孔
子
の
頃
よ
り
慎
終
追
遠
な
と
、
云
る

事
も
あ
れ
は
昔
よ
り
葬
も
祀
も
有
け
む
、
此
外
の
国
国
は
屍
を
埋
捨

る
計
に
て
礼
も
な
く
、
ま
し
て
後
の
祀
は
な
き
風
俗
な
り
け
む
、
皇

極
紀
三
丁

ウ

に
、
凡
百
済
・
新
羅ノ風
俗
、
有
二
死
亡
一
者
雖
二
父
母
兄
弟

夫
婦
姉
妹
一
、
永
不
二
自
看
一
以
此
而
観レ
ハ

無
レ
慈
之
甚
、
豈

別
コ
ト
ナ
ラ
ン
ヤ

二
禽

獣
一
と
見
え
た
り
、
今
も
阿
蘭
陀
国（
（2
（

の
人
共
か
数ア
マ
タ多
皇
国
に
渡
り
来

て
長
崎
の
津
に
泊
り
居
て
死
た
る
人
あ
る
時
の
さ
ま
を
見
る
に
、
礼

も
な
く
屍
を
埋
去
て
其
後
は
霊
祀
と
云
事
も
な
く
、
後
の
わ
さ
は
更

に
な
し
、
天
竺
国
は
法
華
授
記
品
に
諸
仏
滅
後
各
起
二
塔
廟
一
云
々
、

供
二
養
塔
廟
一
と
あ
れ
は
さ
る
風
俗
な
り
け
む
、
さ
れ
と
其
供
養
も

皇
国
の
神
霊
を
祭
る
心
と
は
異
な
り
、
凡
は
後
の
祀
の
事
は
仏
経
に

を
さ
を
さ
見
え
ず
」（
七
六
頁
上
～
下
）

こ
こ
で
は
「
百
済
・
新
羅
」
と
「
阿
蘭
陀
国
」
に
は
死
者
埋
葬
後
の
祭
祀

は
存
在
せ
ず
、
天
竺
国
の
塔
廟
を
建
て
て
の
供
養
も
「
皇
国
の
神
霊
を
祭

る
心
と
は
異
な
」
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
本
草
学
者
松
岡
恕
庵（
（2
（

（
寛

文
八
～
延
享
三
）
の
『
詹
々
言（
（3
（

』
を
引
き
つ
つ
、

　
　

�「
松
岡
玄
達
か
詹
々
言
に
云
る
は
蔵
経
の
中
に
年
忌
の
事
は
見
え
ず

と
あ
り（
（3
（

、
若
さ
る
事
な
ら
は
仏
家
に
年
忌
の
祀
す
る
は
皇
国
の
古
例

に
依
な
る
」（
七
六
頁
下
）



― 63 ― 『仏度伝』に見る内山真龍の神観と仏教観

と
、
仏
教
の
年
忌
法
要
は
「
皇
国
の
神
霊
を
祭
る
」
年
祭
が
基
に
な
っ
て

い
る
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
仏
度
伝
』
に
も
上
代
日
本
の
国
風
に
関
す
る
記
述
は
あ

る
も
の
の
、
主
観
的
に
国
風
を
称
え
る
性
格
は
薄
く
、
真
淵
や
宣
長
ほ
ど

の
礼
賛
の
姿
勢
は
『
仏
度
伝
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
　
　

五
、
達
磨
大
師
へ
の
尊
崇
の
念

　
　

�「
熟
ツ
ラ
〳
〵

世
の
な
り
ゆ
き
を
惟ヲ
モ
ム

見
れ
は
、
樹ウ
エ
キ

の
枝
の
お
の
か
む
き
む

き
に
栄サ
キ

ゆ
け
と
、
達
磨
大
師
の
思
ひ
か
ね
に
お
も
ひ
明
ら
め
て
、
心ノ

柱
ミ
ハ
シ
ラ

を
立
し
其
跡
世
に
伝
は
り
て
碧
巌
集
の
渡
り
来
し
よ
り
此
集
の

意
に
習
者
は
、
大
木
も
小
木
も
打
墨
縄
の
直
ら
か
に
心
の
柱
立
を
そ

し
け
る
、
か
く
て
此
柱
に
よ
ら　
　

め　
　

家
作
も
な
く
墨
縄
に

よ
ら
ぬ
法
も
な
し
、
さ
れ
と
仏
拝
む
わ
さ
の
み
な
り
し
古
へ
も
善
人

は
有
て
、
妖
訛
あ
る
な
か
に
も
彼
の
道
照
和
尚
・
行
基
菩
薩
は
行
ひ

得
た
り
け
む
」（
八
五
頁
下
）

　
『
碧
巌
録
』
第
一
則
に
お
い
て
、
達
磨
は
「
仏
心
印
」
を
伝
え
た
存
在

と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
そ
の
達
磨
大
師
が
「
心
柱
」
を
立
て
、
そ
の

足
跡
が
世
に
伝
わ
り
、『
碧
巌
録
』
が
渡
来
し
こ
れ
に
学
ぶ
者
が
「
心
の

柱
立
」
を
す
る
の
だ
と
説
い
て
い
る
。
真
龍
は
達
磨
大
師
の
教
え
、
延
い

て
は
禅
の
教
え
さ
え
「
心
柱
」
と
し
て
自
ら
の
根
本
の
教
理
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

真
龍
は
寛
政
四
年
二
月
二
四
日
付
で
青
柳
種
信
に
書
簡
を
送
っ
て
お

り
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

�「
浮
図
の
事
な
れ
ば
、
い
か
ヾ
と
問
せ
給
ふ
。
お
の
れ
一
度
□（
其
道
を
搜
）

□
□
□

り
し
事
有
。
二
三
千
年
の
昔
は
趣
は
た
が
へ
ど
、
皆
同
じ
物
也
。
国

政
の
事
は
、『
最
勝
王
経
』
に
少
計
見
え
た
れ
ど
、
敢
て
用
な
し
。

中
頃
達
磨
大
師
出
来
て
よ
り
浮
図
の
道
は
大
き
に
替
り
た
り
。
皇
国

に
て
は
『
碧
岩
集
』
渡
り
来
し
よ
り
、
ね
く
た
れ
の
□（
ヤ
ブ
レ
）

□
□
□
儒
者

共
の
浮
図
を
そ
し
る
は
行
状
の
悪
き
を
云
に
て
、
碧
岩
の
意
は
し
ら

ぬ
物
な
る
べ
し
」（
村
上
義
明
・
手
紙
を
読
む
会
「
青
柳
種
信
関
連

書
簡
集
（
一
）」『
雅
俗
』
一
四
号
〔
平
成
二
七
年
〕
一
三
七
頁
）

真
龍
は
達
磨
大
師
を
仏
教
の
変
革
者
と
位
置
付
け
て
お
り
、
ま
た
序
文
に

も
あ
っ
た
よ
う
に『
碧
巌
録
』の
教
え
を
重
要
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

仏
教
を
批
判
す
る
儒
者
に
つ
い
て
は
、
僧
の
行
状
を
非
難
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
碧
巌
録
の
意
味
は
理
解
し
て
い
な
い
の
だ
と
し
て
い
る
。
た
だ
、

こ
の
よ
う
に
儒
者
を
攻
撃
し
て
は
い
る
も
の
の
、
僧
の
行
状
が
悪
い
こ
と

（
筆
者
注
：
県
史
マ
マ
、
ぬ
カ
）
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は
否
定
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
道
照
、
行
基
に
つ
い
て
は
、

　
　

�「
律
令
定
り
僧
侶
も
善ヨ
ク

行
ひ
得
て
衆
生
を
導
き
渡
す
へ
き
を
秀
た
る

法
師
は
い
た
く
す
く
な
し
、
仏
法
渡
り
初
し
よ
り
こ
ゝ
に
二フ
タ
モ
ゝ
ト
セ

百
年
に

な
む
成
に
け
る
、
其
間
に
よ
く
得
た
る
人
は
藤
原
の
都
に
し
て
は
道

照
和
尚
、
其
道
を
も
て
天
つ
雲
居
に
捧
け
、
其
書
を
も
て
顕ウ
ツ
シ

世ヨ

に

伝
て
残
れ
る
跡
あ
り
、
奈
良
の
都
に
し
て
は
行
基
僧
正
、
其
徳ノ
リ

を
も

て
行ユ
ク

所
千
人
を
率ヒ
キ

ひ
、
其
功イ
ソ
シ業
を
も
て
諸
国
に
残
す
、
故カ
レ

世ク
ニ
ヒ
ト俗
菩
薩

と
称
申（
（3
（

」（
八
三
頁
上
）

と
、
両
者
を
称
賛
し
て
は
い
る
が
、
同
時
に
彼
ら
の
よ
う
な
立
派
な
僧
は

同
時
代
に
殆
ど
居
な
か
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

　
　

�「
天
平
勝
宝
四
年
四
月
十
八
巻
ノ

十
二
丁

東
大
寺
の
廬
舎
那
仏
の
開
眼
と
て
行

幸
有
し
時
、
請
二
僧
一
万
一
、
云
云
、
仏
法
東
帰
済（
斎
）会

之
儀
、
未
三
嘗

有
二
如
レ
此
之
盛
一
ナ
ル
ハ
也
、
か
く
あ
れ
は
其
仏テ

ラ舎
々
々
を
厳
に
造
建

ら
れ
寺
田
も
足
ひ
僧
も
多
く
住
て
行
ひ
し
と
思
は
る
、
さ
れ
と
其
教

訓
は
い
か
さ
ま
に
導
け
む
、
上
つ
代
の
事
は
お
ぼ
ろ
お
ぼ
ろ
し
げ
な

り
、
日
本ノ素（

緢
）行

二
仏
法
一
軌
摸
全ク異
二
大
道
一
と
道
慈
法
師
之
愚
志

に
は
い
は
れ
た
り
、
正
し
く
心
印
の
道
を
立
し
は
中
つ
代
に
璧（

碧
巌
）眼
集

渡
り
来
し
よ
り
達
磨
大
師
の
旨
を
し
る
こ
と
に
は
な
れ
り
、
共
（
マ
マ
）昔

の
霊
異
記
は
異
事
の
み
挙
て
し
る
し
た
れ
と
元
亨
釈
書
の
趣
は
心
得

難
き
事
の
み
な
り
、
蓋
そ
の
頃
の
世
人
は
す
へ
て
釈
書
の
趣
を
う
け

引
た
る
世
の
風ナ
ラ
ハ
シ俗

な
り
け
む
、
建
武
の
御
代
乱
れ
し
よ
り
天
正
の
頃

ま
て
二フ
タ
モ
ゝ
マ
リ

百
年
余
五イ
ソ
ト
セ

十
年
穏
な
る
時
な
か
り
し
か
ば
、
僧
侶
も
軍
兵
に

立
ま
じ
ら
ひ
且
戦
ひ
且
逃
走
り
、
古
き
寺
々
も
或
は
焼ヤ

ケ失
或
は
戦
場

と
な
り
て
、
終
に
其
跡
た
に
し
ら
れ
す
成
し
も
あ
り
、
か
ヽ
る
時
は

直
ひ
の
神
も
ひ
そ
ま
り
ま
し
、
仏
の
力
も
い
か
に
と
も
す
へ
き
方タ
ハ
カ
リ便

も
な
し
、
世
の
な
り
ゆ
き
な
る
事
を
先
智
て
異ケし
き
方
便
は
う
け
難

く
こ
そ
」（
八
八
頁
上
～
下
）

　

天
宝
勝
宝
期
に
な
る
と
東
大
寺
盧
舎
那
仏
が
開
眼
す
る
な
ど
、
仏
教
の

発
展
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
一
方
で
本
来
の
仏
教
の
教
え
や
上

代
の
歴
史
、
習
俗
な
ど
は
お
ぼ
ろ
げ
に
し
か
伝
わ
ら
ず
、
道
慈
は
『
愚
志
』

で
当
時
の
日
本
仏
教
が
唐
の
そ
れ
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
劣
っ
て

い
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
も
真
龍
は
戒
が
十
分

に
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
の
仏
教
を
批
判
的
に
と
ら
え
て
い
る
。

　

正
し
く
心
印
の
道
、
つ
ま
り
仏
の
心
へ
通
じ
る
道
を
確
固
た
る
も
の
に

す
れ
ば
、『
碧
巌
録
』
渡
来
に
よ
り
達
磨
大
師
の
教
え
を
知
る
こ
と
が
可
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能
で
あ
っ
た
と
真
龍
は
言
う
。
序
文
で
は
、「
心
柱
」
は
個
々
の
宗
教
で

は
な
い
道
徳
的
な
教
え
で
あ
る
か
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ

を
持
す
る
に
は
仏
教
の
教
え
に
従
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
『
日
本
霊
異
記
』
は
「
異
事
の
み
」
を
伝
え
、『
元
亨
釈
書
』
の

趣
意
は
「
心
得
難
」
い
も
の
で
あ
り
、
加
え
て
建
武
時
代
よ
り
戦
乱
の
世

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
乱
世
に
お
い
て
は
「
直
ひ
の
神
」
は

姿
を
隠
し
、
仏
の
力
も
通
用
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
世
界
は
常
に
移
り
行
く
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
、
怪
し
い
謀

略
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
べ
き
で
あ
る
と
説
き
、『
仏
度

伝
』
本
文
は
完
結
す
る
。

　

真
龍
は
戒
を
遵
守
す
る
こ
と
で
平
安
の
世
を
実
現
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
直
ひ
の
神
」
や
仏
の
力
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
や
は
り
真
龍
が
理
想
と
す
る
治
国
の
方
法
の
根
本
は
戒
を
守

る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
持
戒
は
世
の
安
寧
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
は
、

神
仏
の
加
護
よ
り
も
基
礎
的
な
次
元
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、『
仏
度
伝
』
に
表
れ
て
い
る
真
龍
の
思
想
に
つ
い
て
、
概
説
的

で
は
あ
る
が
検
討
を
行
っ
た
。

　

第
一
章
で
は
『
仏
度
伝
』
の
梗
概
を
示
し
、
続
く
第
二
章
で
は
真
龍
の

神
学
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
真
龍
の
神
学
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、「
心

柱
」
と
い
う
独
立
し
た
尊
崇
の
対
象
で
あ
る
。「
心
柱
」
が
具
体
的
に
何

を
指
す
の
か
に
つ
い
て
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
真
龍
は
禅
に
お
け

る
悟
り
の
本
体
と
神
道
の
眼
目
と
呼
べ
る
も
の
は
本
質
的
に
は
同
じ
で
あ

る
と
見
做
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
世
の
吉
凶
・
幸
不
幸
は
「
直
日
神
と
禍
津
毗
神
」
が
司
っ
て

お
り
、「
三
世
因
縁
」
も
否
定
は
し
な
い
が
「
推
量
事
」
だ
と
し
た
。
つ

ま
り
「
三
世
因
縁
」
は
「
直
日
神
と
禍
津
毗
神
」
と
同
格
、
或
い
は
そ
の

秩
序
下
に
設
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。「
昨
日
は
今
日
の
過
去
、

明
日
は
今
日
の
未
来
世
な
る
こ
と
を
実
に
こ
そ
智
ま
ほ
し
け
れ
」
と
い
う

よ
う
に
現
実
主
義
的
な
姿
勢
も
見
ら
れ
、「
心
柱
」
に
た
だ
す
が
る
だ
け

で
な
く
善
行
の
実
践
こ
そ
肝
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　

本
文
中
に
『
玉
く
し
げ
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
居
宣
長

の
神
学
の
影
響
が
真
龍
の
神
観
念
に
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
引
き
続
き
真
龍
と
宣
長
の
学
問
的
交
流
を
追
究
し
て
い
く
こ

と
は
、
遠
州
国
学
発
展
の
要
因
を
紐
解
く
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
で
あ

ろ
う
。

　

第
三
章
で
は
真
龍
の
仏
教
観
を
、特
に
戒
に
注
目
し
て
迫
っ
て
い
っ
た
。

真
龍
に
と
っ
て
持
戒
は
仏
法
の
本
質
を
知
る
た
め
の
、
ま
た
国
を
平
和
に
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治
め
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
国
学
者
が
戒
を
以
て
治
国
論
を

説
い
て
い
る
と
い
う
点
は
注
目
に
値
す
る（

（3
（

。
ま
た
奈
良
時
代
の
僧
が
戒
を

守
ら
な
い
こ
と
を
深
く
嘆
い
て
お
り
、序
文
の
記
述
も
含
め
て
考
え
る
と
、

『
仏
度
伝
』
が
書
か
れ
た
当
時
に
お
い
て
も
仏
教
界
は
そ
の
よ
う
な
状
況

で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

第
四
章
で
は
真
龍
の
上
代
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
真
龍
は
戒
な
ど
仏

教
の
理
念
を
理
想
視
し
て
い
た
一
方
で
、
上
代
日
本
へ
の
強
い
関
心
も
持

ち
あ
わ
せ
て
い
た
。

　

第
五
章
で
は
、
真
龍
の
達
磨
大
師
へ
の
言
及
を
取
り
上
げ
た
。
真
龍
に

と
っ
て
達
磨
大
師
は
仏
教
に
革
命
を
も
た
ら
し
た
存
在
で
あ
り
、
真
龍
は

そ
の
教
え
を
「
心
柱
」
と
し
て
尊
ん
で
い
た
。
ま
た
儒
者
に
つ
い
て
は
、

仏
教
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
批
判
し
て
い
た
。
前
述
の

よ
う
に
真
龍
は
真
淵
と
同
じ
く
渡
辺
蒙
庵
の
下
で
学
ん
だ
時
期
が
あ
り
、

真
龍
の
儒
教
観
も
ま
た
遠
州
国
学
を
論
ず
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
要
素
で

あ
る
。
後
考
を
期
し
た
い
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
る
と
真
龍
の
神
仏
観
は
、
神
・
儒
・
仏
の
三
教
一
致
的

立
場
に
お
い
て
発
せ
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
同
じ
く
三

教
の
合
一
を
説
く
石
門
心
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
今
回
は
真
龍
と
宣
長
の
神
観
念
を
比
較
し
た
が
、
真
淵
の
そ

れ
が
『
仏
度
伝
』
に
与
え
て
い
る
影
響
も
当
然
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
真
龍
の
思
想
醸
成
の
過
程
を
追
う
に
あ
た
っ
て
は
、
真
龍
が

名
主
と
い
う
農
民
を
教
化
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
遠
州
に
お
け

る
諸
学
問
諸
思
想
の
往
来
の
様
子
も
同
時
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

真
龍
以
外
に
も
家
の
宗
教
と
し
て
、
或
い
は
学
問
知
識
と
し
て
な
ど
何
ら

か
の
形
で
仏
教
に
触
れ
て
い
る
国
学
者
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
近
世

国
学
研
究
は
、
仏
教
研
究
の
成
果
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
さ
ら

な
る
発
展
を
遂
げ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（1
）�

浜
松
に
生
ま
れ
、
一
八
歳
頃
京
に
遊
学
。
小
川
朔
庵
に
医
術
を
学
び
、
中
野
撝
謙
、

太
宰
春
台
に
儒
学
を
学
ぶ
。
享
保
八
年
松
平
資
訓
が
浜
松
藩
主
と
な
り
、
同
一
〇

年
浜
松
に
来
る
と
資
訓
に
出
仕
、
同
一
四
年
の
吉
田
転
封
に
も
同
行
す
る
。
同

一
八
年
弟
の
逝
去
に
伴
い
、母
を
養
う
た
め
職
を
辞
し
帰
郷
、以
降
は
処
士
と
な
っ

た
（「
濱
松
處
士
渡
邊
蒙
庵
に
就
て
」『
内
田
旭
著
作
集
』
一
、
浜
松
史
跡
調
査
顕

彰
会
、
平
成
五
年
）（「
浜
松
の
藩
学
」『
内
田
旭
著
作
集
』
二
、
浜
松
史
跡
調
査

顕
彰
会
、
平
成
六
年
）。
在
郷
時
代
の
真
淵
も
蒙
庵
に
学
ん
で
お
り
、
ま
た
真
龍

は
蒙
庵
の
孫
娘
ふ
さ
を
後
妻
に
迎
え
て
い
る
（『
研
究
』）。

（
2
）�

遠
江
国
引
佐
郡
伊
目
村
に
産
ま
れ
、
若
狭
国
永
福
庵
の
面
山
瑞
方
に
師
事
。
宝
暦

十
二
年
に
西
来
寺
に
来
住
し
、
明
和
四
年
再
び
永
福
庵
に
移
住
。
そ
の
後
、
同
六

年
に
越
後
国
慈
光
寺
、
安
永
七
年
能
登
国
総
持
寺
に
移
り
、
紫
衣
を
許
さ
れ
大
僧

正
に
至
っ
た
（『
研
究
』）
と
い
う
。
他
に
も
「
文
化
六
年
九
月
十
七
日
、
眞
龍
の

近
隣
の
佛
友
光
明
寺
の
仙
巖
和
尚
が
大
谷
の
閑
居
に
居
る
を
機
と
し
て
、
眞
龍
が
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主
と
な
つ
て
旣
に
故
人
と
な
つ
た
天
胤
の
靈
を
供
養
し
、
ま
た
、
文
化
十
五
年
卽

ち
文
政
元
年
の
五
月
朔
日
に
三
十
六
年
忌
を
、
西
來
寺
の
住
職
全
龍
が
玖
延
寺
の

大
孝
和
尚
を
招
い
て
行
ひ
、
之
に
眞
龍
も
參
し
て
、
再
度
天
胤
の
傳
を
撰
し
て
、

村
人
に
そ
の
高
德
を
知
ら
し
め
て
ゐ
る
」（
同
四
〇
九
頁
）、「
眞
龍
の
佛
敎
へ
の

强
い
關
心
は
、
こ
の
高
僧
に
就
い
て
學
修
し
、
そ
の
人
格
に
感
化
せ
ら
れ
た
こ
と

が
因
を
爲
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」（
同
八
一
頁
）
と
あ
る
。
天
胤
に
関
す
る
資
料

は
筆
者
は
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
上
記
の
記
述
は

お
そ
ら
く
真
龍
の
日
記
を
調
査
し
た
際
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

（
3
）�

詳
し
く
は
小
山
正
『
石
塚
龍
麿
の
研
究
』（
小
山
正
後
援
会
、
昭
和
三
一
年
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）�

詳
し
く
は
小
山
正
『
高
林
方
朗
の
研
究—
水
野
忠
邦
国
学
の
師
』（
高
林
方
朗
顕

彰
刊
行
会
、
昭
和
三
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）�

真
龍
の
著
作
に
関
す
る
そ
の
他
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
後
に
本
文
中
で
紹
介
す
る

小
山
正
氏
の
『
内
山
真
龍
の
研
究
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）�『
研
究
』
に
若
干
な
が
ら
真
龍
の
神
観
念
や
仏
教
観
に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
る
も

の
の
、
第
三
章
に
引
用
し
た
真
龍
の
聖
徳
太
子
観
や
、「
眞
龍
の
佛
敎
觀
は
斯
う

で
あ
る
。
漢
人
が
佛
と
い
ひ
、
日
本
人
は
神
と
云
ふ
、
そ
の
精
神
に
於
て
は
變
り

は
な
い
。
そ
の
敎
旨
の
行
き
方
が
異
り
、
導
引
が
同
じ
で
無
い
と
云
ふ
だ
け
で
、

「
心
柱
」を
建
て
る
に
就
い
て
は
同
じ
で
あ
る
。吾
は
皇
國
の
神
心
を
求
め「
心
柱
」

を
建
て
る
に
努
め
て
ゐ
る
が
、
佛
敎
を
も
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

導

（
筆
者
注
：
マ
マ
）元

禪
師

が
碧

眼
（
筆
者
注
：
マ
マ
）録

を
傳
へ
、
頓
阿
法
師
が
神
像
を
彫
つ
た
や
う
な
も
の
で
あ
る
（
佛

度
傳
序
）
と
。
眞
龍
は
所
謂
皇
國
學
者
の
往
々
に
し
て
陥
つ
た
排
佛
斥
儒
の
如
き

小
さ
い
態
度
で
は
無
か
つ
た
」（
八
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
真
龍
の
記
述
を
そ

の
ま
ま
引
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
り
詳
細
な
考
察
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り
す
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。

（
7
）�『
県
史
』、「
解
題
」
参
照
。

（
8
）�

寛
政
四
年
九
月
十
五
日
付
の
真
龍
宛
青
柳
種
信
書
簡
に
、「『
出
雲
風
土
記
伝
』『
仏

度
伝
』『
鹿
児
弓
伝
』
拝
見
奉
希
上
候
」（
村
上
義
明
・
手
紙
を
読
む
会
「
青
柳
種

信
関
連
書
簡
集
（
三
）」『
雅
俗
』
一
六
〔
平
成
二
九
年
〕
一
六
一
頁
）
と
あ
り
、

ま
た
文
化
九
年
九
月
十
一
日
付
真
龍
宛
伴
信
友
書
簡
に
も
、「
粗
々
御
約
束
仕
候

御
着
述
書
何
卒
不
レ
苦
分
逐
日
御
許
借
奉
レ
希
候
（
中
略
）
其
内
、
○
地
名
記
○

國
図
何
卒
早
く

拝
借
希
候
○
國
号
考
○
神
宝
記
○
仏
度
伝
○
遠
江
風
土
記
伝
式
社
御
考
計
ニ

而
も
先
希
候

○
こ
れ

ら
の
内
拝
借
仕
度
候
。
〇
神
宝
記
、
如
何
な
る
御
体
裁
ニ
候
や
伺
候
。」（
大
鹿
久

義
編
『
稿
本
伴
信
友
書
翰
集
』
第
一
輯
〔
温
故
学
会
、
平
成
八
年
〕
二
一
頁
）
と

あ
る
。

（
9
）�『
県
史
』
で
は
「
日
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
山
真
龍
資
料
館
の
内
山
家
蔵

本
で
は
「
曰
」
と
な
っ
て
お
り
、
後
者
の
ほ
う
が
文
意
も
通
る
た
め
「
曰
」
と
表

記
し
た
。

（
10
）�「
自
如
來
付
法
迦
葉
已
來
。
以
心
印
心
。
心
心
不
異
。」（
裴
休
『
黄
檗
山
斷
際
禪

師
傳
心
法
要
』〔『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』四
八
所
収
、三
八
二
頁
上
〕）、「
夫
心
印
者
。

蓋
大
聖
人
種
智
之
妙
本
也
。
餘
三
昧
者
。
乃
妙
本
所
發
之
智
慧
也
。
皆
以
三
昧
而

稱
之
耳
。
心
印
卽
經
所
謂
三
昧
王
之
三
昧
也
。
如
來
所
傳
乃
此
三
昧
也
。」（
契
嵩

『
傳
法
正
宗
記
』〔
同
五
一
所
収
、
七
二
五
頁
中
〕）
な
ど
参
照
。

（
11
）�『
県
史
』、
八
一
五
頁
下
な
ど
参
照
。

（
12
）�

宣
長
は
宝
暦
一
三
年
に
真
淵
と
対
面
し
て
お
り
、
真
龍
と
宣
長
と
は
対
面
以
前
に

も
真
淵
を
介
し
て
何
ら
か
の
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

場
合
、
今
回
の
旅
行
は
宣
長
へ
の
問
学
も
兼
ね
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
13
）�『
研
究
』
二
六
七
～
二
六
九
頁
。

（
14
）�『
研
究
』
二
七
一
～
二
七
六
頁
に
、
真
龍
と
宣
長
の
書
簡
や
書
物
の
往
来
の
様
子

や
宣
長
の
真
龍
宛
書
状
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
）�
真
龍
が
宣
長
に
入
門
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。
宣
長
が
長
瀬
眞
幸
に
差
し
出
し
た
寛
政
六
年
二
月
二
日
付
の
書
簡
に
は
、「
出

雲
風
土
記
解
作
者
ハ
、
遠
江
國
豐
田
郡
二
俣
郷
大
谷（
ヤ
）村

内
山
彌
兵
衞
眞
龍
ト
申
仁

ニ
而
、
岡
部
翁
門
人
ニ
御
座
候
、
愚
老
門
人
ニ
而
ハ
無
二
御
座
一
候
」（『
本
居
宣
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長
全
集
』
十
七
、二
一
六
頁
上
）
と
あ
り
、
真
龍
が
宣
長
に
正
式
に
入
門
し
た
可

能
性
は
極
め
て
低
い
。
な
お
、
真
龍
が
門
人
に
提
出
さ
せ
た
入
門
誓
詞
は
、
真
淵

の
そ
れ
と
文
面
が
殆
ど
同
じ
で
あ
り
（
小
山
正
『
賀
茂
真
淵
傳
』〔
春
秋
社
、
昭

和
一
三
年
〕
七
九
二
～
七
九
三
頁
）、
ま
た
名
宛
に
は
真
龍
の
名
と
と
も
に
「
賀

茂
大
人
御
霊
」と
併
記
さ
れ
て
い
る（
岩
崎『
内
山
真
龍
』一
九
一
頁
掲
載
写
真
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
真
龍
が
宣
長
に
入
門
し
な
か
っ
た
の
は
、
自
身
は
真
淵
を
継
ぐ

も
の
で
あ
る
と
い
う
確
固
た
る
意
志
が
理
由
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

る
。

（
16
）�「
豐
田
郡
堀
之
内
村（
今
の
十

束
村
か
）の
人
、鈴
屋
門
人
録
に
引
佐
郡
と
あ
る
は
誤
で
あ
る
。

（
中
略
）
眞
龍
に
は
天
明
五
年
八
月
廿
二
日
に
入
門
誓
詞
が
入
れ
て
あ
る
。
宣
長

に
入
門
し
た
の
は
眞
龍
門
人
で
は
最
も
早
く
、
天
明
八
年
、（
中
略
）
未
だ
資
料

の
發
見
せ
ら
れ
な
い
爲
、
餘
り
表
れ
て
ゐ
な
い
」（『
研
究
』
六
一
三
～
六
一
四
頁
）

（
17
）�『
研
究
』
二
六
九
～
二
七
〇
頁
に
鈴
門
に
入
っ
た
真
龍
の
門
人
の
一
覧
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）�『
本
居
宣
長
全
集
』
八
、「
解
題
」
参
照
。

（
19
）�『
本
居
宣
長
全
集
』
九
、「
解
題
」
参
照
。

（
20
）�『
高
林
方
朗
の
研
究
』
四
三
～
四
四
頁
に
は
、
方
朗
が
記
し
た
真
龍
塾
で
用
い
ら

れ
た
書
物
の
目
録
に
「
直
比
御
霊　

二　

天
七
、
未
春
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
い

う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
真
龍
が
『
古
事
記
伝
』
や
「
直
毘
霊
」
を
読

ん
だ
の
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、『
仏
度
伝
』
執
筆
に
お
い
て
参
照

さ
れ
た
の
が
刊
本
『
古
事
記
伝
』
で
あ
っ
た
の
か
、『
古
事
記
伝
』
自
筆
再
稿
本

一
之
巻
所
収
の
「
道
云
事
之
論
」
な
の
か
、
自
筆
稿
本
の
『
直
霊
』
で
あ
っ
た
の

か
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
ど
の
段
階
で
あ
っ
て
も
記

述
さ
れ
た
神
観
念
の
根
本
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、

今
回
は
刊
本
『
古
事
記
伝
』
を
引
用
し
た
。

（
21
）�

真
龍
が
「
直
毘
霊
」『
玉
く
し
げ
』
を
読
ん
だ
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
一
方
で

真
龍
が
宣
長
の
他
の
著
作
に
触
れ
た
と
こ
と
を
示
す
資
料
が
発
見
で
き
て
い
な
い

た
め
、
今
回
は
両
書
の
記
述
に
限
っ
て
真
龍
が
宣
長
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い

う
証
拠
と
し
た
。
今
後
は
「
直
毘
霊
」
以
外
の
『
古
事
記
伝
』
の
記
述
や
宣
長
の

他
の
著
作
が
『
仏
度
伝
』
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
資
料
を
発

掘
し
検
討
し
た
い
。

（
22
）�『
賀
茂
真
淵
全
集
』
一
一
、「
解
説
」
参
照
。

（
23
）�「
地
神
の
請
に
応
じ
て
、
世
尊
が
治
国
の
要
諦
を
説
く
。
国
法
の
厳
正
・
造
悪
遮

止
の
重
要
性
を
強
調
し
、
自
利
利
他
に
偏
党
な
く
、
正
法
尊
重
の
正
し
い
王
道
を

示
す
。
こ
の
王
道
に
よ
り
一
切
の
人
民
を
し
て
十
善
を
行
な
わ
し
む
れ
ば
、
国
土

昌
平
豊
楽
に
し
て
、
諸
天
善
神
は
守
護
に
参
集
す
る
。
し
か
し
非
法
の
悪
政
を
行

な
う
時
は
天
地
の
災
禍
は
起
こ
り
国
家
の
喪
乱
を
み
る
と
警
告
す
る
。」（
壬
生
台

舜
『
金
光
明
経
』〔
大
蔵
出
版
、
昭
和
六
二
年
〕
三
八
頁
）

（
24
）�

聖
徳
太
子
を
批
判
し
て
い
る
も
の
の
、
真
龍
は
聖
徳
太
子
の
肖
像
画
を
阿
蔵
村
の

玖
延
寺
に
奉
納
し
て
お
り
（『
研
究
』）、
そ
の
賛
に
は
「
寛
政
三
年
七
月
畫
」
と

あ
る
。
お
そ
ら
く
大
和
を
旅
行
し
た
際
に
描
き
写
し
た
も
の
を
清
書
し
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
そ
の
奉
納
が
『
仏
度
伝
』
執
筆
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
十
分

考
え
ら
れ
る
。た
だ
、真
龍
が
太
子
像
を
模
写
し
た
正
確
な
年
代
は
不
明
で
あ
り
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
25
）�『
先
代
旧
事
本
紀
』
偽
書
説
に
つ
い
て
は
、
既
に
荷
田
春
満
が
『
日
本
書
紀
神
代

巻
抄
』（『
荷
田
全
集
』
六
〔
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
年
〕）
に
お
い
て
、「
此
日
本

紀
を
作
り
給
ふ
は
舊
事
紀
に
依
て
書
せ
ら
れ
た
り
と
言
ふ
者
は
甚
惡
し
。
深
く
尋

る
に
、
舊
事
紀
は
聖
德
太
子
の
作
に
非
ず
。
舊
事
紀
を
見
て
可
知
。
所
見
す
る
に

舊
事
紀
は
後
人
の
僞
て
作
れ
る
な
ら
ん
」（
一
五
一
頁
）
と
言
及
し
て
お
り
、
真

淵
も
『
冠
辞
考
』（『
賀
茂
真
淵
全
集
』
八
〔
昭
和
五
三
年
〕）
で
、「
舊
事
記
は
後

に
つ
く
れ
る
も
の
に
て
、
古
意
な
ら
ぬ
事
お
ほ
き
ふ
み
な
れ
ば
と
ら
ず
」（
九
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
古
事
記
伝
』
巻
一
の
「
舊
事
紀
と
い
ふ
書
の
論
」（『
本

居
宣
長
全
集
』
九
）
と
い
う
章
に
も
「
此
は
後
人
の
僞
り
輯
め
た
る
物
に
し
て
、

さ
ら
に
か
の
聖
德
太
子
命
の
撰
び
給
し
、眞
の
紀
に
は
非
ず
」（
一
四
頁
）と
あ
り
、
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偽
書
説
は
国
学
者
の
間
で
は
常
識
の
論
で
あ
っ
た
。

（
26
）�「（
孝
徳
天
皇
は
）
御
代
の
始
に
天
皇
、
皇
祖
母
尊
、
皇
大
子
、
於
二
大
槻ツ

キ樹
之
下
一
、

召
二
集
群
臣
一

盟
チ
カ
ハ
シ
メ
玉
ヒ

曰
告
二
天
神
地
祇
一
曰
、
天
覆
地
載
、
帝
道
唯
一
、
而
末
代

澆ウ
ス
ラ
ヒ
テ薄

君
臣
失
レ
序
、
皇
天
仮テ
二
手
於
我
一
、
誅コ
ロ
シ二

殄タ
ラ
□

暴
逆
一
、
今
共
瀝
二
心
血
一
而
自

今
以
後
君
無
二
二
政
一
臣
無
二
貳
朝
一
若
貳
ソ
ム
カ
ハ

二
此
盟
一
、
天
災
地
妖
鬼
誅
人
伐
、
皎

如
日
月
也
、
と
云
み
こ
と
あ
け
も
有
」（
七
八
頁
上
）

（
27
）�「
次
の
御
代
皇
祖
母
尊

斉
明
天
皇
飛
鳥
宮
の
五
年
に
唐
国
に
遣
は
さ
れ
し
御
使
人
、
小
錦
下
坂

合
部
連
石
布
、大
仙
下
津
守
連
吉キ

サ祥
等
彼
国
の
東
、京
に
到
て
せ
し
時
の
詞
に
曰
、

天
子
相
見テ問
説ケ
ラ
ク

之
、
日
本
国
天
皇
平タ
ヒ
ラ
カ
ニ安
以マ
ス
ヤ
イ
ナ
ヤ
不
、
使
人
謹コ
タ
へ
マ
ヲ
サ
ク
答
、
天イ
サ
ホ
シ
ア
メ
ツ
チ
ニ

地
合
レ

徳カ
ナ
ヒ
テ
オ自

得
二

平ヤ
ス
ラ
ケ
レ安

一
、
天
子
問
マ
タ
ト
ヒ

曰ケ
ラ
ク、

執オ
ミ
タ
チ
ハ

事
卿
等
好サ
キ
ク
ハ
ム
ヘ
ル
ヤ

在
以
不
、
使
人
謹コ
タ
へ
テ
マ
ヲ
サ
ク答

天
皇
憐
重
亦サ
キ
ク
ハ
ム
ヘ
リ

得
好
在
な
と
有
」（
同
）

（
28
）�「
阿
蘭
陀
国
」
の
葬
儀
の
様
子
は
書
籍
や
他
人
の
見
聞
か
ら
間
接
的
に
知
り
得
た

可
能
性
も
あ
る
が
、『
出
雲
風
土
記
解
』
成
立
へ
と
つ
な
が
る
天
明
六
年
の
山
陰
・

北
九
州
へ
の
旅
行
の
際
、
長
崎
に
立
ち
寄
っ
た
折
に
直
接
目
に
し
た
可
能
性
も
あ

る
。
し
か
し
『
出
雲
日
記
』
に
は
そ
れ
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
真

相
は
不
明
で
あ
る
。

（
29
）�

京
の
儒
医
の
家
に
生
ま
れ
、
一
〇
代
よ
り
山
崎
闇
斎
に
朱
子
学
を
授
か
る
。
闇
斎

没
後
は
浅
井
周
璞
に
医
学
を
学
び
、
伊
藤
仁
斎
に
も
入
門
、
本
草
学
者
の
稲
若
水

に
も
従
い
、
四
〇
代
以
降
は
本
草
研
究
を
盛
ん
に
行
う
。
ま
た
生
涯
に
わ
た
り
垂

加
神
道
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
（
太
田
由
佳
『
松
岡
恕
庵
本
草
学
の
研
究
』

思
文
閣
出
版
、
平
成
二
四
年
）。

（
30
）�

恕
庵
の
随
筆
的
雑
記
で
あ
り
、
子
の
定
庵
に
よ
り
寛
延
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
内

容
は
、
古
語
や
故
実
を
中
心
と
し
た
字
句
の
訓
釈
が
殆
ど
で
あ
る
（
太
田
同
書
）。

（
31
）�「
蔵
経
ノ
中
年
忌
ノ
ヿ
見
エ
ス
佛
家
ハ
四
十
九
日
ニ
乄
止
ム
其
後
吾
カ
儒
ノ
祭
法

ヲ
借
テ
年
忌
ト
云
ヿ
ヲ
始
ム
是
浮
屠
ヲ
食
フ
爲
メ
ニ
設
タ
ル
也
」（
松
岡
恕
庵

『
詹
々
言
』〔
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン  http://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/2536483/29

〕）。

（
32
）�「
志
公
云
、
此
是
観
音
大
士
、
伝
仏
心
印
」（
入
矢
義
高
・
溝
口
雄
三
・
末
木
文
美

士
・
伊
藤
文
生
訳
注
『
碧
巌
録
』
上
〔
岩
波
書
店
、
平
成
四
年
〕
三
七
頁
）

（
33
）�

こ
の
直
後
に
、
小
書
き
双
行
の
形
で
「
続
日
本
紀
十
七
巻
十
三
十
四
丁
行
基
之
伝

云
和
泉
国
人
俗
姓
高
志
氏
也
ト
云
リ
按
実
生
遠
江
国
引
佐
郡
四
方
浄
村
也
」
と
続
い

て
い
る
。『
遠
江
国
風
土
記
伝
』
巻
三
引
佐
郡
四
方
浄
村
の
項
に
は
「
古
老
曰
ふ
、

昔
行
基
菩
薩
此
處
に
生
る
。（
中
略
）
菩
薩
諸
國
を
行
化
し
て
故
郷
に
歸
る
、
里

人
魚
を
捕
へ
て
池
邊
に
宴
し
、
膾
を
以
つ
て
菩
薩
に
薦
む
、
菩
薩
之
を
契
し
、
池

に
臨
ん
で
咄
き
出
す
、
皆
小
魚
と
爲ナ

り
游オ
ヨ
ギ泳
去
る
と
、
按
ず
る
に
此
説
と
元
亨
釈

書
と
合
す
」（
歴
史
図
書
社
復
刻
〔
昭
和
四
四
年
〕、
一
二
九
頁
）
と
あ
る
。『
元

亨
釈
書
』
記
載
の
行
基
伝
説
が
四
方
浄
村
に
伝
わ
る
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ

と
を
根
拠
と
し
て
、
真
龍
は
行
基
を
郷
土
の
偉
人
と
し
て
尊
敬
し
て
い
た
可
能
性

も
あ
る
。

（
34
）�

一
八
世
紀
は
浄
土
律
僧
の
普
寂
が
華
厳
学
を
基
盤
と
し
て
釈
尊
復
古
を
唱
え
（
西

村
玲
『
近
世
仏
教
思
想
の
独
創—

僧
侶
普
寂
の
思
想
と
実
践
』〔
ト
ラ
ン
ス

ビ
ュ
ー
、
平
成
二
〇
年
〕）、
卍
山
道
白
が
嗣
法
を
道
元
の
古
風
に
戻
し
（
鏡
島
元

隆
『
卍
山　

面
山
』〔
講
談
社
、
昭
和
五
三
年
〕）、
面
山
瑞
方
が
『
正
法
眼
蔵
』

の
出
典
に
つ
い
て
実
証
的
な
研
究
を
行
う
（
同
）
な
ど
、
仏
教
に
お
い
て
も
復
古

運
動
や
実
証
的
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
真
龍
も
面
山
に
師
事
し
た
天
胤

を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
復
古
運
動
の
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。


